コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


正しく使つでじよラずに節約 


エフエフ 


エイチアール 



FF-65HR 



m 


m 


驛琴ミミ呈 



■H 




こ记含ぶ--おが':;:お監 :- *>*： :< : V ' 挥亩：: J：=-=. 

!觀疵 gpi | liil!!ii 圆 

.; L ぶミ:ピ削驾 I 热彼親蟲 I 插麗强 ii お找賊 ': i 奮 i お S :; y 度麗;す皆！沼巧 ii 離を:な;；ち.;.齒;巧；':.;;:;:'，;;:ぃ：去'-:- 

:ミ苗宵ミむづ填?巧巧';:;粗;巧猫；お;跑;;辅带萨:;置‘お苗;:を駐留:^^ :-'むピ;なろち:-;ゴ；.心;- - i :.--?;;.;. : M 

:ミ;講蹲起絲能 IP ホ S 鶏 t 贈贫.(巧お）,齊み y -- 
:瓣賓レ席げくだをを《む:ピ秦りがと5ごぎい V ; 


1•特にま意しでいただぎたいこと 
(安をのために必すお守りください）1〜2 

2,使巧ずる場所 . 3 

3•各部の名称 . 3〜4 

4.使巧前の準備 .. 5〜6 

已.使巧方を(使い方） . 6〜9 
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ちまちびった巧り巧いはおわが華故み效おの厳 
S となります。 

お読みになった後を取扱說巧塞は r 深謡塞 j • 
r ェ讓説明塞 J と採に必す巧舊しでください。 




6. 安を装置 . 

7. その他の装置 . 

8. 曰常の点検-ま入れ 

9. 定期点検 . 
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10•故度-異常の見分け方と処置方を…1 


11. 部品交換のしかた . 1 

12. 保管（長期間使用しない場合） . 1 

13. 仕様 . 1 

14. アフターサービス . 1 

15. 据え巧け . 17〜1 





















































1 •特にま意しでいただきたいことほきのために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明«および巧品への表示では、巧品を巧をに正しくお使いいただぎ、あなたや化の人々へのち至 
や財産への損害をホがに防止するために、いろいろなお表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラにな 
っでいます。巧容をよく巧がしでから本でをお読みください。 

A 每 g 化 この表示をお巧しで、誤った取り扱いをすると、人び死 c 、 重なを負ラ巧能性、または义巧 
胃 a の巧能性び想定される内容を示しでいます。 

A C そ S この表示をお視しで、誤った取り扱いをすると、人が儀きを負ラ可能なや物的損害の発ちび 
/1 \/± /胃想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 





A 么記育はを届を促す内容びあることを告げるちのです。 

図のかに具体的な注意内容(を図の巧さは一お的なま意)が巧かれでいます。 

® の記岩は禁止の行為であることをちげるをのでず。 

図の中や巧傍に具体的な禁止内容(を図の巧ちはなソリン禁止)び描かれでいます。 

48^なお暑は行為を指示ずる内容を告げるちのです。 

^固の中に具化的な指巧内容（左図のあ合は《おプラブをコンむントから巧いでください）び描かれでいます。 


告 ( WARNING ) 


参ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の宮い'巧は、お巧に使巧しないでください。 
义災の原因じなりまず。 


参給排 5a 筒（管、ホース）がれち険 

給が気商（普、ホース）びがれたまま使巧しないでください。 
がれでいると巧ぉ巧じが乃スび室のにちれで、ちおです。 


♦給排気筒トップ閉そくを険 

積雪びぞいときには、給が巧おトップの周りが空でふさびれでいないことを確 
認してください。ふさびれでいるときは、除をしてください。 

また、巧などじよる「雪囲い J はおが気の巧げじなるのでおやめください。 

閱そくしでいると運転中に巧ガスび室內にちれで、盾ちでず。 


•給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気筒トップには、をよけのためのをおなどは巧けなレでください。おが気 
の巧げにな0、異常燃焼を起こしがガスび室内に漏れる可能性びあり危巧です。 


参巧類の乾燥厳禁 

巧巧などのを巧には巧巧しないでください。 

巧類びを下しで义びつさ、义災の原因になります。 


•スプレー生厳禁 

スプレー生や力むットこんろ巧ボンベなどを、温風のあたるところに放宙しないで 

ぐナさし、 

熟で宙の圧力ぴ上び0、爆発しでち巧です。 


0 


® 0 
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么ま意 (CAUTION) 


•カーテン、可燃物お接禁止 

力ーテンやがえやすいちのを巧ブけなレでください。 

义がび凳ちずるおそれびあ0ます。可燃物とのおおおがについでは巧華据 
え巧け図例 （1 7ページ）を參照しでください。 


♦給油時消乂 

給油は、必す消乂してから巧つでください。 
义災のおそれびあります。 


•油漏れ確認 

巧タンク-ゴム製送'ぶ管-接さ部および機器などからの灯'; a おれびないこと 
をお認の上ご使用ください。’灯油び漏れでいると火災のおそれびあ0ます。 


ゴム製を巧管 


f 0 


% 〇 









1 •特に注意しでいただ寒たいこと（ま全のために必ずお守0< ださい) 


么ま意に AUTION) 



♦異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使用しないでください。 
異窜燃焼のおそれ力*あります。 


♦高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給が気筒、おが気筒トップ、粋上部にまな 
どふれないでください。やけどのおそれびあります。 


•やかんのせ禁止 尸 

やかんなどをのせないでください。 卜 

振動や接幽によつでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 1< 


♦巧めてお使いになるときのま意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きはくまで煙と舅いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気を行つでください。また、ル鳥やル動物などに影響する場含か‘辜えられますので、 
この間は部屋に入れないでください。 


♦分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理は、盾おです。 


♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、やけどのおそれびありまず。機器 
の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでください。がびかかると漏電やが障のおそれカタあります。 


•改造使用の禁止 

巧造しで巧巧しないでください。また、ストーブや給が気筒には床暖房巧の熱巧換器などを巧り巧 
けないでください。乂災やがガスびき內にちれる原因となり危険です。 


♦電源コードを傷めない -、户 

電源コードに無理な力を細えたり、物をのせたりしないでください。また、電源プラグ’’ 

を巧くときは、コードを持つで弓 I き抜かないでください。义がや感電の原因になりまず。 


•電源プラグは確実に差しこむ 

電源ブラブはコンじントに根元までお実に差しこんでください。 MA \\ 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使用しないでください。乂災の原因 、卿'^ 

になりまず。めれたまでの巧き善しはしないでください。感電の原因になります。 


•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す電源プラヴをコンたントから抜いてください。 
义おや予想しない事故の原因になります。 


•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラヴを抜き、ほこり及びを属物を餘去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义おの原因になります。 


•な油の保管 

巧猫は、义気、雨が、ごみ、高温および直射曰がをおけた場所に保管しでください。ガソリンなど 
と一緒に保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や义巧のおそれか’あります。 


•変質な油禁止 

変質な油（巧れたな油、かのミ昆じつでいるな油など）を使巧しないでください。 
票萬燃焼のおそれびありまず。 


•給排気筒付おの可燃物近接禁止 

給が気筒トツプのおくに、巧油や巧燃物など引义のおそれのあるちの 
を置かないでください。乂災のおそれびありまず。 


•指や棒を入れないで 

給が気筒トップに指や棒などを入れないでください。 
ケガや义災の原因じなりまず。 
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お願い （ NCmCE ) 

•機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄化分するときは、を巧面器の灯油を 
巧ぎとっでください。 （12 ページ） 

な;巧を入ったまま廃棄ずるとリサイクルの除におわ 
め事巧になるおそれびありまず。 

•な巧の廃棄 

な巧の晓棄処分は、0巧をお貫い求めになった販売 
巧にご相談ください。 


2 •使用する場所 


ストーブを巧をに使巧するためには、巧巧の進定び大のです。 


まをに使用するために m 



3 •各部の名称 


















■オープンポクットの開閉 

♦オープンポケットを程く巧し込むと、ゆっくり化てきます。操作後軽く押しちどすと□ックしで止まりまず。 
操がするときながは、巧じたご巧巧<だ寒い。 


















































が巧は化ずなな （ J 旧1吾な巧）をな巧しでください。 


参 IA 警告 I ガソリンなど揮発性の高い巧は、义災の原因になりますので絶巧に使巧しないでく 
ださい。 

参 IA > 王意 I を質口巧、ちれた口油、水の混じっているな巧などは、お巧に使用しないでください。 
•1/^^ま^]な'巧は、必す义気•雨水•ごみ-岳温及び、直射曰化を還けた巧巧に保管してください。 


獲) 



■給油の擦のま順とを應 

抬巧器員 



給巧□ふた 

送油八ルブ 
かヴージ 
化巧さバルブ 


參を巧パルブを閒じで給'巧□ふたをはすし巿おのお'巧お具で巧巧をお'泡しでください< 
巧屋計のかが「お J をさしたら給巧をやめでください。 

♦給巧□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

•給巧の爆に、水;、ごみなどを入れないよラ巧にま意しでください。 


■給巧□ぶたは、巧実に巧めでください。 
■こぼれたな巧はよくふきとつでください。 
■燃料巧れのをなと空気巧ぎの方法 


巧タンクを空にしないよラにを慧しでください。 

'莊タンクを一昼空にしますと、を巧経巧巧に空気びたまり、正お(こ送巧ができなくなることびあります。このよラな塚 
合には巧の順摩で空気巧きをしでください。 

1 . 巧タンクに給巧します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製ち迪芭をはすします。 

3. ゴム製を巧爸から巧が連続しで流れ出ることを箱かめでからゴム塞{を巧管をちとど 
おりにストーブじ取り巧けまず。（巧がこぼれないように容器を巧意しでください。） 



運捉開始前の準備と確認 


■巧を装置のじット、取扱上のまな 



■を巧経おの巧をれの巧斑 

•巧タンクやち'巧售の接ち部などから巧ちれびないかどラか巧認しでください。 









■义力調節 r 手動運稳 j の場を 

参オープンポクット内の义力調節つまみを r 微か J から「大 J の間のご希望の位置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、予備燃焼び終了ずると义力調節つまみの設定义力で燃焼しまず。ただし、そ備燃焼後、 
約4分間は最大乂力になりません。 

，- . 拳まおスイッチを FAJ にしお瞧、簿載ランプび点'なせずにタイマー表巧赛ンブが 

自動が就义召調節大 i ;議辯薄窜ぉ耸寵^^1嚳建讓寶難麵囊 S 識讓讓鞭我;.冷.養 liiPiiiiiSliHliil 

•J .. I :タザマー满賴を雜おも長く;だ審お整;,;.:>某 豈を;.;誰麗雷認難' 

、一参燃統ホに運拓スイッチをがしで f •消乂 j にしたり、タイマーたジわボタシを巧ず 

などしでが3秒な上通巧を止めまずと自動消乂し、燃焼塞が巧がしでかをでない 
と巧点义できません。 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認してください。 

2. 運転スイッチを巧しで「入 J にしでください。 

運転ランプび点なし、自動的になのよラに運転（予備燃焼•本燃焼）しまず。 
(义力調節「手動 J (微か〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 



参义力調節つまみを「有動」にさわせでください。設を室温と部屋のが巧に応じ 
た乂でで燃焼しまず。 

•時計合せは8ページ r 現を時刻の調節ち法」を参照しで行ってください。 


自拉ま動义力調節 
がかル中 大 

• •"""- mil ■.■■■■ル 


♦オープンボケット巧の乂力調節つまみで「自動運転 J と r ま動運転」び設定できます。 
ご希望の運転方法でご使巧ください。 



■义力調節 r き動運稳 j の場さ 


5 •使用方ま（使い方） 

運弦開始（点义) 


麵電気配線の强認 

♦1^ ミ主意 I 巧おプラグをコンたントに巧のお巧まで確実にきし込んでください。 

参電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認してください。 

ま意] g 瓶プラグ*コードの発お‘お火を肪ぐために… 

参電源は必す趕正おおされた巧1110か/コンじントをを用しでくだない。 

参 S 漏コードは、途申でお続したり涵長コードのを巧 • 他の巧礙お眞とのタコ定おおをしないでくだをい。 


.■同時，！」—予偏熙 gij - 本が糕 — 

;一^}-(な動運穂> 


igia 










オープンポクット巧の义力韵節つまみを f き動 j にさねせると、 J レームサーモによる白動運あとなり、設定室温に自動 
調節されまず。 

表示部に設定室温（24で）が表示されますので巧のよラに調節してください。 

•室温設定ボタン「高め」を巧ずたびに1で上ちします。 

(上限29で） 

• 「ほめ J を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはいきなり10で 
( F な設定）となりまず。 

•10 で設定の巧さはじーブ理起表示ランプが点巧し、たーブ進起となりまず。 


「おめ 高め 

J を設 





义力現宙 f 白お」ま拉時に、微か义力でち室溫び設定室温よ0上巧する巧ち、設定室およ0巧3で上君すると白巧的に 
消乂し、設定窒温まで下びると点义動作に入ります。これをくり返すことによりむだな却匡のあたためおぎを巧ぎます。 

♦室お設定ボタンにより巧望の室あ設定を、たーフ巧転ボタンを巧しでください。 

t — ブ逐お表示ランプが点打し、じーブ運転となります。 

参たーブ運転ボタンを巧巧巧すことによりじーブ運お表示ランプび消え、たーブ巧 
ちがおとな0ます。 



^室温設定10で （ F 点投定）で使用中、設定室おを15でな上に上げるとた一^ 
1^ブ巧お表示ランプびおえ、自動的に巧巧されます。 ) 


义力調節 


(ま動調節一ま動運転) 


室温設定による自動運転の化に、义方巧節つまみによるま動乂力萬節び巧能です。なのよラにしてください。 

•义力お節つまみを「微か」から r 大」の間のご希望の位置にちわせでください。 
表示部の設定室温表示び消えで义力現節つまみの設定义力で燃焼します。 


■がのがお 


ストーブの据はけやお排気筒の設《をがで、おはをかを化しまず。 



運觀停让（消义) 




運拓スイツチをがしで r の J にしでください。 

遲乾ランフび消打しまず。 

燃焼室がちがすると自動的にが麻用ち風なび巧止し、時刻表示ががのすべでのラン 
プが消なします。 



消义後、再点义するときの注意 


♦燃焼中に誤って巧源プラグを巧いたり、產振スイッチを「の J にずると、再点义まを装置の働きで、ストーブが巧却 
されるまで再点乂できません。 

ただし巧間的な消义巧巧（約3砂な巧）のなさは、そのまま燃焼が継続されます。 

♦停電時には、必ず運おスイッチを「の J にしでください。 











時計 . 夕手 マ— 
合せ t ^ l ^ v <:^せ！ 


1. 才ープンポケット巧の時計調節スイッチを「時計合せ」にします。 

はじめで使巧するときや、電源プラヴを長時間巧いたときは、時刻表巧は0:00を 
表巧します。 

2. 時計調節の「時 J •「分」ボタンを巧して現在時刻を合わせます。 


例：午前6時15分にちわせる場合_ 

I 口* I 時計‘タイマー 


包••直^幻 


時〇 

Vf -^ 

ぶ 

) 分 

- U 

1「 

巾 


時計•タイ7— 

可包:[/句 


①「時 J ボタンを押しで"午前6 : 00"にします。 


⑤「分 J ボタンを巧しで"午前6 :1己"にします。 


時計-タイマー 



3. 必ず時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。 


タイマーの使巧方法 


■透巧時刻の舍わせ方 

1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時」‘ 「分」ボタンを巧しでタイマー点义時刻を合わせまず。「分 J は 
5分ごとに動ぎます。 


例：午前6時30分にさわせる場含 



①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ⑤「分」ボタンを巧しで"午前6 : 30" にします。 


これでタイマーじット時刻び記憶されました。 

3. 必す時計調節スイッチを I ■通常 J 位置にちどしでください。これで時刻表示には現在 
時刻び表示されます。 

■タイ7—運乾方法 

1. 運おスイッチを押しで I ■入 J にしでください。（燃焼中の場さはそのままでず。） 

2. 運転するときのご希望の室温又は、义力にちわせでください。 

3. タイマーたットボタンを押しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表示ランプび点巧し、タイマー 
運転に入0ます。 

(このとき、燃焼用送風機び、10分間運転しますび異常ではありません。） 

参タイマーたット時到になるまでは、時刻表示にタイマー它ット時刻び表示され続けま 
す。 

参運転中にタイマーたットボタンを巧すと、ストーブは自動消义し、運転を厚止します。 
♦タイマー運拓は、巧おスイツモび f 入」になつでいないと巧跨が蘭始されません。 

♦おでかけのときのタイマー点乂は避けでくださし、 



時計-タイマー 










タイ 7 —の使用方法 


■タイマー逐磅の解お 



参タイマ ー t ットボタンを巧します。タイマー表示ランプがおなし、時刻表示に現を時刻 
ぴ表示され、タイ7—運おび巧除されます。 

•このままであれば自動的に運転を閲始します。運転を停止する場をは、運拓スイッチち 
「の J にしでください。 


時計•タイ7— 


牛面1 
午餐1 

ID 

I: 

3 0 


◎タイマー 


■タイマーたツト時刻-現在時刻の巧捉 

①時計調節スイツチを f 時計させ」又は r タイマーさせ J に合わせます。 


' 時か ■ タィマー 

時計タイマー 
I をせせ 


現巧時刻のお詔 


時計；タイマー 
合せ^ 


タイマーをット時刻の®現 


③現を時刻又は、タイ7—むット時刻が時刻表示にま示されます。 

⑤お認を、時計調節スイッチは、必ず「通常」の居にちどしでくださし、。 


ポットパーナに油をためでしまったとき 


参ポット巧に;ぶびたまった巧さ、このまま点义揉巧をすると異萬燃焼したり、点义不良となります。ボ□巧などでボッ 
卜内の巧をのいとっでください。 （12 ページ[ポットバーナの ffl お J を参照。）ポットバーナに巧びたまったことに 
気けかないで点义したときは、ポツトにたまった巧び統えつきるまでがび大きくなって燃焼します。 


このよラなときは、すぐ運転スイツチを r の J にし、たまった油が燃えつきるまでそのままお待ちください。このと 
きち源コードのプラヴはをかないでください。 


心 


ミ. パ..:'. 
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霞 


モニター サインについで 


ス I ブにトラブルが発をずると、トラブル菌前び設定室通表示にお言表示任二夕ーサイン）されまず。 

この場ち記号表示の內客を、ストーブ左側面に印刷されたモニターサインー巧表、または14ぺージ[巧巧.異なの見分 
けちと処担ち法 J をご黄のラえ、必要なの®をしでください。 


使用上のま意 


本•の r 特に'ま意しでいただきたいこと（ををのために必すお巧りくださいりの他に、次の巧目についでちをちしでく 
ださい。_ 

♦上面ガードは、地巧などにより哥燃巧が落下したときなどに义災をお让するためのちのです。やむをえす取りはす 
した巧合は、必すをとのがおに取りなけでおいでください。 

•クリーニング店、美容院などの化学巧品を使ラところやおき、商育室など、動植物の胃成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

参里び発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過ち圧びかかつでを、過巧圧防止装匿び機器を保譲するしくみに 
なつでいますび、大きな聖（直若蜜など）の場さは、電ろ部品を傷傷するおそれびあ0ますので、巧源ブラグをコ 
ンたントから巧いでください。 












地震（震度約己が上）や強い振動、衝撃を受けた場さ、 
自動的にミ肖乂します。 

モニター サイン E 3 表示 


巧藍によって作動した場ち、周囲の巧燃物、ストーブの 
損傷、油をれ、給が気筒のはすれなど異常びないことを 
確認しでから再度点义操巧をしでください。 


点义安全装置 


質萬燃焼を防止するため、点义ヒータおよび燃焼用を風機に适電される前に、巧巧び流出しない宿造になつでいまず。 


停電安全装置 


停電や電源プラヴび巧けたときは自動のに消义しまず。 通覃を設定室温表示に モニターサイン E 7 び表示されま 

(1 妙於下の停電の場ちは燃焼継続） す。 

• E 7 の場ちで再運拉ずるときは、時計などのじットを 
しでから、運おスイッチを再度[入」にしでくださし、。 


7 •その他の装置 



消乂直後、ス I -ーブびちがしないラちにち点义操おをしでち、燃焼室の温度び一 B 冷却しでからでないと燃焼しないよラ 


になつています。 


不着义檢出装置 


排気管巧け検巧装置 


排気管の接続部びはすれたときや、排気管抜け検が巧 
リード線びはすれたり、お線したときには、まを装置 
びが動し、モニターサイン E 己び点•灯し消なします。 
排気管巧け侯巧装置び作動しでいる場合は、モニター 
サイン E 5び点巧し点乂できません。 

排気管巧け横知装置にたよらす、給が気筒や延長管を 
月に1度は点検しで< ださい。 


燃焼用送風機異常檢出装置 


まをサーミスタ 


ス I ブの上面及び側面が囲われでいるときや、スト • 過昇原因を取り陈いてから点乂操作をしでくださ 

ーブの前商に障害物などがあつで、プリント配線板部 し、。 

温度び 73‘ CUl 上に上貢すると、自動的に消火します。 •なおち異常びある場含はお買いホめの販売店にご巧 

モニター サイン E 0 表示 談ください。 


燃焼巧ち風機の回起数び異常に低下するとス I ブの 
運睹を停止しまず。 

モニター サイン E A 表巧 


•異常低下の原因を取り除いでから点乂操作をしでく 
ドさ,、 

• なおち異常びある場合はお買レ求めの販売店にご巧 
談ください。 


原因を調べ、処置後点义操作をしでください。 



排気管巧け檢巧巧リード線のゆるみまたは、はすれ • 
のれびないか確認しでください。 


着义不良のため、点乂操作後約20分経過しでちの替サー 
モス タットびのり替わらない場さは、運起を停止します。 
モニター サイン E 2 表示 


不着乂の原因を取り除き（ポットバーナ巧に油びたまつ 
た場合は取り除さ）点义操作をしでください。 










ストーブの上面巧び側画び囲われでいるときや、ストー •遇ち原因を取り除いでから点义巧たをしでください。 

ブの前面に巧害物などがあつで、プリント配線おが温度 参なおち異常びある巧合はお貢い求めの販売店じご相談 

び73でな上に上昇すると、自動的に消义します。 ください。 

モニター サイン E 0 表示 


8•曰常の点お-手入れ 


点檢、ま入れのとさのを意 




点検•手入れは消义を、ポットパーナび巧勘してから、必す巧源プラグをコンむントから巧いて行ってください。 


臺 : 唯 ！! i 


点檢、手入れの必要項呂、時期、方法 


■周面の巧燃物（巧巧ごと） 

♦ [A ま意 I スト-ブの巧巧は、*に》理•掃巧し、がえやずいものを置かないでください。 

■ほこり•巧れ（使用ごと） 

参ほこりやミ与れをそのままにしでおきますと、巧がしみたりしで危巧です。 

ストーブはいつを活潔にしでご巧巧ください。 

■なをれ•油のたまり•莊のにじみ（使ぉごと） 

• B 台-ミ由タンクじ;ぶちれ-油のたまりや巧のにじみびないか、ときどきおおしでください。 

及、指巧の擦にこぼれたな;巧は、よくふきとっでください。 

■ゴム製送巧管の点檢•巧巧の呂安 （シ-ブンの巧め） 

♦ r ごま意 I ゴム巧を油含は、醒巧で巧历しないで < ださい。 

醒かでの使用は禁止されでいまず。 

参屋内でゴム巧を巧宮を使巧しでいるときは、限お、暇巧、巧質、巧お、ひび割れがないか確現し、夕点のあるときは 
交換して < ださい。 

交換の目まは、3年に一度でず。 

■巧タンク （シ-ズンの巧め、 巧時） 

•巧タンク巧は化やごみびたま0やすいをのです。お'ぶのとき、お巧してください。 

巧タンクののか巧き及び拥おは、巧タンク付属の取扱説明書じがって巧ってください。 

■給が気筒の接統部のゆるみ及びトツプの周囲（ちに 1 ◎程度） 

参給が気筒及び、トップの周囲に巧害物び置いでないか、ときどき点おしでください。 
♦給洗巧苗びつまりますと、不完ま燃巧をおこしまず。シースン初めには必す点おし、 
くもびおをつくったり異物び入ったりしでいるときは、化す掃おしでください。 

参給が気筒及び、排気管の接続部びはずれたり、が巧售锭けお巧巧リード綜がはすれ 
たり、巧線しでいないか点検しでください。 

参お排気巧を一度取りはすしで、再び取0がけるとき、が気きの接続部巧部にはめこ 
んである〇リングび破損しでいないか巧かめでください。 


奋 ぐな3 








■を油面器のストレーナの掃な（適時） 

♦定巧面器には、ごみを除くためのストレーナがついでいます。 

ごみびたまると、巧油の流れを妨げで、十分な义力び出なくなります。 
巧のよラに掃除しでください。 



1. 油タンクの送ミ由バルブを聞じでください。 

2. ストレーナの掃膝□に荷ホしなどの層紙を差し込んで、油ガイドを作り、その下に容器を 
置いでストレーナのとめねじをゆるめではすしでください。 

定油面器の巧れたな'庙やごみがを部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り化しで、きれいなな'拍の中ですすぎ洗いをしでください。（水で'洗ねな 


いでください。） 

組譜謬衰蒸握議はぉ; ::をを麗 

;薩譲補スタキンを療®讚護麵纏護義義寒も 

參ストレーナを逆に入れないでくだ這い。また、巧巧 g が、必ザ、巧柄[じなるぶうに巧 

驾麵愁麵禱 if 馨裝謹む;;:谭薛;票!議麵 i 聲體聲国 ii 襲 i 讀題::刊伊を:； i 電蓄尊辞薄們馨謂 i 謹 I 鹽謹 i 麵帶 

•ストレーナの比めねじを、画くあめ何けでください。 

参おおれびないかな贸しでくだまい。 

■冷が巧送風機の掃な（適時） 

♦ちが巧送風機ファンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり、音が大きくなつでくることびあります。このよ 
ラなとさには、ちが用送風機フアンのほこりを取り腐いてください。 

参ストーブ後測の冷が用を風機ファンフィルターをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取り除いでください。 

•掃除終了後、ファンフィルターは、必すもとどおりに取り付けでください。 



■冷却用送風機のフアンフイルターの掃お（適時) 



参ファンフィルターびごみやほこりで目づまりすると、送風力び弱くなりが気温度上昇の原因に 
なります。〔過昇防止装置（まをサーモスタット）の働きで達起び停止する場ちびあります。〕 
巧の要領でストーブ裏面のファンフィルターの巧除を巧つでください。 

1. 左図の矢印のようじファンフィルターじ力を加えながら弓 I き出し、ス I -- ブま面から取りは 
ずしでください。 

2. ブラシなどフィルターのほこりを取り除いでください。 

3. 掃なび終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■ポツトパーナの掃な（適時） 

参注 Ml 巧なは、ストーブを消义させな分ち巧しでから、巧つで < ださい。 

巧いが想で巧ラとやけどのおそれびあ0ます。 

♦ポツトバーナにずすびついで炎のおが不揃いになつたときや、ポツトバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着乂び 
おそくなったときは、なのよラにしでずすを取り陈いでください。 



1 . 上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼箇ふた押えを取つてください。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スクルトンは中ふたに取り巧いでいます。スケルトンをガラス円筒に当でない 
よラじしで、取りはずしてください。 

4. 燃焼リンブをまわしで取り出しでください。 

5. ポットバーナ底部の下部整炎茵を取り出しでください。 



6. 点义ヒータ、点义しんをいためないよラに、ポットパーナ内部のずすをドライ 
パーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 





点侯•ま入れの必要項目、時期、巧ま 


ポツト バー 


スブル トン脚 
スクルトン 

燃焼 U ンブ 
.下部整お商 


7. 組立での際、燃焼リング及び、下部整が倚は、を図のよラに正しくお実に巧り 
巧けでください。 




ft ■, ； M- 

:-'讚扛 



■点义ヒータの点お（シ-ズン初め） 

♦点乂ヒータや点义しんにずずび巧這しますと、巧熱がほ下したり、巧の吸上げがおくなったりしで点义しにくくなり、 
ち义不良の原因になります。 

点乂ヒータのおちは入念に巧ラ必要びあ0まずので（燃焼巧空気の巧密な保持のため)、必すお買いずめのお巧巧に 
巧おしで < ださい。 

■反射板-ガラス巧筒の掃お（ぁ時） 

を意 I 巧巧は、ストーブを消义させ巧分巧巧してから、巧ってください。 

熱いが巧で巧うとやけどのおそれびありまず。 

♦反射お及びガラス巧商にほこりびたまりますと、反お效をびおくなるばかりでなくをお 
"" でずので、巧の夏巧で適時が除をしでほこりを取りおいでくださし、。 

__ノくン 1. 前面ガードをろ測の固定ばね （2 恼）からはすしを側にまわしでください。 

こニニニ 2. ガラス円®を围らないよラにを意しで、 巧 除機などで内部のほこりをきれいにおな 
e ^ しでください。 

固ちばね 3. やわらかい巧などで、反お板及びガラス円茵をきれいに巧いてください。 

I 4. 捕 除が巧ねりましたら、をとどおりにじツトしでください。 


前面乃ードの t ット 


か;';心、一:ム•ミ:，松 . 


盛議 


■ガラス円筒内部の掃巧（适時） 

参 I ご注意1操巧は、ストーブを消义させ巧分巧巧しでから、巧ってください。 

熱い巧巧で巧ラとやけどのおそれびあ0まず。 

♦長巧間の使用や、ミ由だまりによる大燃焼のをにはガラス円筒びすずけることびあります。 

ガラス巧简びずすけで《が見えにくくなったときは、12ぺージ「ポットバーナの巧巧 J の項にしたびい、スクルト 
ンをはすしでガラス円商を掃なしでください。 




. … 

■地爱などの災まび発生したときの点巧についで 

参地震などの災まび猪をし、ストーブにお動や®巧び加わったときは、運提前に必ず巧の点検を巧ってくださし、 
-給排気商まわ0のはすれ、ちれのお認 
-な巧配管からのちれの巧認 

点巧で異常び見つかった场さは、お貢い巧めの巧売店に修理を巧頼しでください。 


9.定期点お 


長期おご使巧になりますと、ス I -ーブの点検び必廷です。 

2シースンに1◎程度、シースンお了をなどに、お育い上げ店叉は、修理資巧さ〔(お）曰本百巧燃焼機器な巧おを （TE 
L 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習を修了さ （5 油な器巧術管理±)など）のいる巧などに点巧の病されること 
をおすすめします。 











El くをや满义） 




E 2 (な义しない) 


■使南中に異常びありましたら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

参原困のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売巧、またはおおくのコ□ナお客様ご巧 
談お□にご連絡ください。※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 


フアンフィルタ—にほこりがたまった 


お排気廣巧巧巧けを違正じする f I 
‘ ファンフィルタ—のほこりをブラシなどで巧除する 

畳を遼りに設置する ^ I 一 -^‘. v-..i 

蠢バル蹇養トレ—ホ這ずし、推摩る。護基の屬 ， j 
ゴム巧な油凿を振る，山形になっている巧は平に直す。 

詢 < 1 
点お後、再度な乂操作をする . 
販売店に修理を依頼ずる 
i 化店に修理を依頼ずる ；，；.；.：. 


ち法 


巧义ヒ—夕义しんとの泣產が覆3 


をれ菌所を攝放直す： 


i 巧に f を彼媽ずる 


適正なな霞に取 i け撞ず 



販売巧に猿谨を—する 


正しく取〇なける 


おおつでい霉の蠢り额く 


1 ムサ（モリ—ド線がはずれでいる 


を逆面器に水、ごみの目ブまり 


ゴム鹤送油管に空気だまる 


お舞の窟 H 事不適当のため逆風現象びある 


給が気筒の設定び基準通りでない 


:瘡排绩筒巧擦雪にず堵惡あを 


:豁雜绩篇のつ—',"''’ J ;;’’：； 
燃焼リングの®がけび惡ぃ；‘’；.- 




I ずきまをな<ず’ I 
-給排気簿 i 踪ずる 


電流ヒユ—ズびのれでいる 
ブ U ント配線板の巧際 



斑養サ ー モスタツ如の巧婚 


スト—ブび傾斜しでいる 


お辨気窗接続部びはずれでいる 
が気管ぉけ侯热巧リ1ド線端ま接続のゅるみ 



はすれ巧藝ず ： 

お排気筒接続都のはずれを直す 
ゆをみを直ず'^ 


経が気摄トップ鬼赚ぴおお.いる 


燃巧巧送風磯の故障。端守？^ずれでいる 


•停鶏がおつたがむ上)‘ち7表巧 


週再防止装涅(ををサ ー モスタット)の S 


ri ム製送巧舊締付バンドびゆるんでいる 


冷巧巧を風擬のフタンクィルタ|^$^?6賺ずる 
お班巧を風磯な谋の場含は條理—巧 i 
締め直す ： — 
ストーブをぶ平に謂節ずる ’ 

販売店に修理を巧療ずる 
































■部品交巧のとぎのま憲 

A を哥 不ミをなを巧、拥»はち巧でずので、部品の交巧、巧»び化爱の巧をには、おち 
い巧めのお巧店 H は、ち巧巧格ち〔(財)曰本 S 巧が巧機お巧巧®をで巧ラ巧が g 巧調垣を修 
了ま（石巧機 S 巧術8巧±)など〕のいる巧巧店にご巧験ください。 


巧お交掛まコ□ナ純正部品とご指定ください。 



12 .保管 (長期間使巧しない場含) 


設置したままでが管される場さやしまわれるときは、曰常の点検•手入れの頂を参照し、巧 
の要領で保管しでください。 

1•軍おプラグをコンじントからないでください。 

• ま意 jia ■したままで巧■ずる《ちち化ず、«巧プラグは巧いでください。 


2•巧タンクのななはすっか0出しでください。 

参かに水分やごみを巧したままにしでおきますと、巧タンクび底をする原因になります。 

3•定巧面おの中のながを巧いでください。 

4•塞装部分は、しめった巧でちれを落としてから、からぶきしでください。 
5•放熱器のサビなどびあるところをペーパーで磨き「補修巧の塗巧 j 側巧） 


で塗装しでください。 

6•フアンフイルターのごみやほこりを®りなし、でくださし、。 
7•巧部のごみやほこりを取り巧いでください。 











ボ裝茹； FF-65GR) 


:が'軒':. お. 

ポットす.屋巧 巧- 強制おが気お • 自が巧流形 

無 义 巧 す 

電気点乂す 

使みザ 

S m 

なな （J 旧1号灯ミ由） 

燃が消營》 

ま 大 

0.768 L ル 

巧ル 

0.198 L/h 

祭;み'''''* 

ぶび お効率 

惠大 

28,450 kJ/h 熱効率86.0% 

巧ル 

7,330 kJ/h 熱効率78.20/〇 

巧巧が力 

拓大 

6.80 kW 

々恥 

1 .59kW 

熱泌取 

最苗 

86.0% (目盈大のとき） 

巧 ほ 

78.2% (吕菌 微か のとぎ） 

巧華适ぎ 

mmm 

木造 29.5ms (18 置）まで.コンクリート 39.5m2 (24 置）まで 

巧あが 

木造29.日 m2 (18 畳）まで-コンクリート 46. 0の2 (28 昼）まで 

が おて 

r を 

高さ600 mm • 喔 748mm • 庚!巧404 mm (垣台をきむ） 

m : ' . 儀 

28k 呂 

々源巧圧及び巧波が 

1 00V 50/60HZ 

.を '.巧お巧’巧力 

点义時 85/85W • 最大燃焼時27に 7W . 最小11/1 2W 

おが級篇の型巧のがび 

QU4-3 

おが巧括の呼び径 

D40 


075mm 

が 巧 滋 巧 

260でな下 

窜流ヒユース 

5A 

巧；全装か 

巧涅自動消乂装置-点义をを装舌-厚電まま装置 

そ:の他の装 g 

ち点义まを装覆.追覃流防止装置’週昇防止お宙‘不着义お出装置-排気管巧け巧が装置-燃烧用ち風拾異常侯出装置’ををサ ーS スタ 

が’ •' ’； 度 面 

垣台1個、遞熱板1個、おが気筒 t ット1お、スリープ1恼、本巧固定を具2個、ゴム製を;巧管締巧バンド2個 


備考）•標準適室は、な団を人•曰本ガス扫莊機器工業含の宮定夏準によります。 

























巧•おそがけ 



■ 据え巧け場所の選定及び標準据え巧け例 M 


据え付け【こついては、义が予巧条例、電気設備に関ずるな術冨準など法ちの星準びあ0ます。工事説明書（工事編）の 
r 特にま意しでいたださたいこと（まをのために必すお巧0ください）」をお読みにな0、販売店又は据え巧け業ちとよ 
くご相談しでください。また、 r 標準据え巧け例 J についでは、下図を参照してください。 














































































参側ち障害物は、兩側にあってをよいびおが気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cmJ ^ 上とっでください。 

参前ちにおや建物びある場さは給が気茵先端と前方障害物とのお離は 60 cm な上雖し、かつ上ちおよび両側方に気流を阻 
止する障害物か’ないよラにしでください。 

參給排気筒下商は化面から 20 cm な上雖すよラにしでください。なお積雪が域では、給排気筒先端び雪でふさびれるおそ 
れのない高さを確保しでください。 

參朱造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラスおり、またはま巧板ありをしで友る锡巧におが気商を巧ずとき肤 
それらのを属部に接しないように電巧的絶繰をしでください。 

参擊に巧をあける磯さ、藍の巧部にあを夕烫抵線•ガス.水道の配爸にあたらない遗巧をおかでくださん Wj 



給が気筒を延長ずる場含のを意 


お排気商を延長する場さは、 3 m 3 巧び0な下で取はけられる場所を選定しでください。 


積雪地区におけるを意 


>積雪のぞい地方では、積雪時に給が気筒び雪でふさびれないよラな取は場所を選定しでください。また、風びよどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こずことか’あります。 


据え巧け後の確認 


据え巧けび終わりましたら、をラー度、工事說巧害（工事箱）の「特に注意しでいただきたいこと（ををのために必すお巧 
りくださいりをお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据え巧けられでいるかどラかを確認しでください。 


試運乾 


試運転は販売店又は据え化け業者とご一緒に必す巧つでください。 

■運振華備 

参[^ま蛋源プラグをコンじントに巧の根巧まで巧実にきし这んでください< 

•巧タンクに給;'をし、送'庙提おの空気抜きをしでください。 

♦をミを経路やストーブよりミあちれか’ないか確認しでください。 

参をを装置をじットしでください。 

〔定迪面器リたットボタンのじツト〕 

参タイマー運おになつでいませんか。 


■運稔 


mm (f 

t 入.の 



妻動乂力調節 i 

微かか中 大 i 

•■■■■ ル 」I 

CD )| 


1. 運起スイッチを押しで「入 J にしでください。 

♦ストーブは点义動作を開始ずると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（ネリ使巧時）び 
数妙しますび異窜ではありません。 

参巧めでお使いになるときは、耐熱塗料び焼けで煙と舅いびでますので換気を巧つ 
で < ださい。 

争約9〜に分間の予備燃焼が終わると本燃焼に胡り留ねります。 

2. 異窜力、’なければ、义力調節つまみを「微か J 〜（■大 J に設定しでください。 

参おのが態は、青いおの中にいくらむ、の黄色い炎（ホ义）びまじつでを異常ではあ 
りません。 



♦運転スイツチを巧しで「の J にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室び帯卸すると自動のに燃焼用送風機び停止し、時刻表示ながのすべでのラ 
ンプび消なします。 


隹正萬運おしない燃含は、14ぺーヴ4故廣‘異溝の見分け方と經 S 巧掛を参照しでくだミい。 
♦接斯間の保管後、森び設塞ずる锡爸ち r 試運お J のま順にしたびい、試凄曝を巧つてください。 
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お客様ご相談窓口~覧表 

修理サービスや製攝についでのご相談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸攝などでお西りの場含は、下記のおおくの窓、□じご巧験ください。 

名称、所を地、電話番号は、変更ずる場含か’ありますのでご3或ください。 
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